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※周辺地域における調査箇所は備考欄に示す。

注1） 「ＩＤ」「公開レベル」「保管形式」「保管場所」については記入しないこと。

注2） ドロップダウンリストから該当する項目を選択すること。

注3） 該当する項目の□をクリックし、チェックを入れる。

Ⅲ 小区分注2）

■調査手法
　東北森林管理局の各組織に提出された、登山以外を目的とした入
山に必要な入林許可申請、及び登山を目的とした入山に必要な入山
届出についての件数、及び人数を整理した。
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調査箇所・範囲注3）

1策定

目的・調査手法

大区分注2）ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ計画 区分注2）

核心地域 緩衝地域 周辺地域

≪原本（データ）の帰属について≫
問い合わせ

GPS等の位置データあり

結果概要（スペースに収まるように入力してください）

農林水産省 林野庁 東北森林管理局
〒０１０-８５５０　秋田県秋田市中通5丁目9番16号
TEL:０１８－８３６－２０１４

Ⅰ．入山者数の推移
　前回調査時（平成１３年度 ）の世界遺産地域への入山者数は、国有林への許可・届出数で見てみると、８４６人（件数：１３
０件）と、平成7度から２２年度の期間のなかで、最も多い入山者数を記録している。しかしながら、その後入山者数（許可・
届出数）は、年々減少し、一昨年度（平成２０年度）には１９６人と、平成１３年度の２３％まで減少している。昨年度は４４
０人と、一旦増加したものの、今年度は２３９人と再び減少し、平成１３年度の２３％まで減少している。
　このように、一時の世界遺産指定に伴う観光ブームは、やや落ち着いた感はあるが、依然として、指定直後の入山者数に比
べ、多い水準で推移している。
Ⅱ．踏圧による土壌の変化に対する今後の影響予測
　歩道表面の土壌硬度調査によって、指定ルート７、指定ルート２３、指定ルート２４では明らかに地表面の支持強度が増大し
ていた。この３ルートは、聞き取り等によっても利用頻度が高いルートであると、平成２２年度報告書に明記されている。この
土壌の硬度調査については、前回調査の調査地点が確認できずにその付近で調査したといった問題点等もあるものの、概ね利用
者の多い歩道において、地上面硬度が増加しつつあることが裏付けられる結果となった。
　反対に、利用頻度がそれ程でもないルートにおいては、支持強度が低下した、もしくは変化がなかったという結果となった。
現時点では、定量的に利用者数との関係を明らかにするまでには至っていないが、踏み固められる過程と踏み固められた土壌が
自然状態の中でまた柔らかくなっていく過程とが、どこかで均衡を保つレベルが存在するものと考えられる。
Ⅲ．里山植生の侵入状況に対する今後の影響予測
　白神山地は人の手がほとんど加えられていないブナの原生林からなる山地で、重要な生態学的、生物学的プロセスを示す顕著
な見本であるとして、世界遺産地域に指定されている。したがって、近年になって急増している入山者等による、人為的な植生
等の攪乱については、慎重にその推移を把握する必要がある。
　その指標としてオオバコを用い、その分布域の把握に努めてきているわけであるが、平成13 年度と平成21、22 年度の２回
の調査からは、大きな変化がみられなかった。
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調査頻度注2） 1 調査時期注2）毎年 回
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2010年～

東北森林管理局 株式会社森林テクニクス　青森支店

平成22 年度　白神山地世界遺産地域モニタリング調査等の分析　／　実態把握調
査
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